
 

 

 

 

                                           

 

 

 

 この調査について、保護者
ほ ご し ゃ

のみなさんも小 中
しょうちゅう

学校 

や高校
こうこう

の時に経験
けいけん

した記憶
き お く

はありませんか？右
みぎ

の図
ず

の 

ような種目
しゅもく

があり、体力
たいりょく

の向上
こうじょう

に向
む

けて、五
いつ

つの 

要素
よ う そ

として【すばやさ・やわらかさ・力強
ちからづよ

さ・タイ 

ミングの良
よ

さ・ねばり強さ】があげられています。 

 令和
れ い わ

元年度
がんねんど

と３年度を比
くら

べてみると、男女
だんじょ

ともに、 

伸
の

びがみられます。また、個別
こ べ つ

の種目でみてみると、 

〇 男子
だ ん し

はすべての学年
がくねん

で、「20m シャトルラン」「立
た

ち幅跳
は ば と

び」で目標値
もくひょうち

を上回
うわまわ

りました。 

〇 女子
じ ょ し

はすべての学年で、「20msシャトルラン」で目標値を上回りました。 

ここ数年
すうねん

、「動
うご

きを持続
じ ぞ く

する能力
のうりょく

（ねばり強さ）」は高
たか

い結果
け っ か

が出
で

ており、このことについ

ては強
つよ

みです。 

△「ソフトボール投
な

げ」については、多
おお

くの学年で目標値を下回
したまわ

りました。 

△「握力
あくりょく

」「長座体
ちょうざたい

前屈
ぜんくつ

」については、半数
はんすう

の学年で目標値を下回りました。  

「力強さ」と「タイミングの良さ」については弱
よわ

みです。 

【分析】 

新体力テストや日常
にちじょう

のボール運動(遊び)の子どもたちの様子
よ う す

を見ていると、腕
うで

の振
ふ

りや足
あし

の踏
ふ

み込
こ

みの小
ちい

さいことから、すぐにボールを目
め

の前
まえ

に落
お

としてしまう実態
じったい

がありました。 

そこで、ここ数年
すうねん

「投
な

げる運動の動
うご

きの感覚
かんかく

をつかませる」取り組みを行ってきました。

これは「コツ」をつかませる感覚です。その結果
け っ か

、本年度
ほんねんど

は、目の前にボールを落とすよう

なこと少
すく

なりました。しかし、遠
とお

くまで投げるという筋力
きんりょく

（力強さ）の部分
ぶ ぶ ん

に課題
か だ い

が残
のこ

って

います。 

【今後
こ ん ご

の取り組み】 

学校生活
せいかつ

では、休
やす

み時間
じ か ん

や遊
あそ

びの中
なか

で「投げる」経験
けいけん

を積
つ

ませる。子どもが投げたい・遊

びたいと思
おも

える環境
かんきょう

を整
ととの

え、「投げる」運動を日常化
にちじょうか

していきます。 

また、多様
た よ う

な動きをつくる運動の体育
たいいく

の学習
がくしゅう

において、子どもたちが運動に夢中
むちゅう

になるよ

うな場
ば

やルールを設定
せってい

していき、子どもが主体的
しゅたいてき

に取り組めるような授業
じゅぎょう

をつくっていき

ます。筋力
きんりょく

アップトレーニングではなく、子どもたちが課題
か だ い

に向
む

き合
あ

う中で、力
ちから

がついて

きたと実感
じっかん

できるような取り組みを進めます。 

なお、全国的
ぜんこくてき

な傾向
けいこう

でもありますが、日常生活の中で、運動する時間
じ か ん

が減少
げんしょう

してきていま

す。ご家庭
か て い

でも「早寝
は や ね

・早
はや

起
お

き・朝
あさ

ご飯
はん

・運動
うんどう

(遊
あそ

び)」にご理解
り か い

とご協 力
きょうりょく

をお願
ねが

いします。 

学校
がっこう

教育
きょういく

目標
もくひょう

  心
こころ

豊
ゆた

かにたくましく、ともに学び合う
ま な  あ   

子ども
こ   

の育成
いくせい

 

令和
れ い わ

３年
ねん

９月
がつ

２８日
にち

発
はっ

行
こう

 

四日市
よっかいち

市立
し り つ

三重北
み え き た

小学校
しょうがっこう

 

 運動
うんどう

能力
のうりょく

・運動習慣
しゅうかん

調査
ちょうさ

（新体
しんたい

力テスト） 

 

 

 

 


